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コウナゴ体長組成
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(20m)
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<図中の記号>

：航跡

数 字：表面水温(水深)

➊～➏：観測点

★ ：船曳調査地点
➊

コウナゴ1kg未満

➌

➍

➎

大洗町漁港

大竹

●9.8 ℃(29m)

●8.9 ℃

(15m)

●9.3 ℃(24m)

フグ5kg

➋

観測地点
（水深）

表層水温
（℃）

海底水温
（℃）

➊大津
　(41m)

9.1 8.6

➋川尻
　(43m)

9.1 8.7

➌久慈
　(40m)

9.1 8.7

➍那珂湊
　(41m)

9.1 8.8

➎大竹
　(44m)

9.0 8.8

 

船曳情報 No.28－1 

平成２8 年３月 30 日 

茨城県水産試験場 

船曳網調査情報（No.１） 

平成 28 年 3 月 28 日(月）に，調査船｢あさなぎ｣によりコウナゴの魚群探索及び水温測定を行い

ました。大津～大竹地先を航走し，魚探で反応がみられた地点では，船曳網による試験操業を行い

ました。航跡図及び調査結果は以下のとおりです。 

 
 

【表 観測水温】 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 調査地点図】 

【調査結果】                                             

 航走海域の表層水温は 8～9℃台でした。潮流は，那珂湊以北では逆潮～込潮がみられま

したが，那珂湊以南では特に強い潮流はみられませんでした。また大津～大竹沖水深 40m

付近の海底水温は 8℃台で，表層との差は 1℃未満でした。 
また，コウナゴとみられる反応があった地点（上図★）で試験操業を行った結果，高戸

沖でコウナゴが漁獲されました。魚体のサイズは 2～6cm の範囲で，ばらつきがありまし

た（体長組成は上図参照）。 
 （担当 回遊性資源部 029-262-4172）      


